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校
側
は
、
ひ
た
す
ら
波
風
が
立
た
ぬ
よ
う
神
経
を
と
が
ら
せ
た

の
で
あ
ろ
う
。
実
際
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
当
時
の
学
校

が
毎
年
作
成
し
て
い
た
公
文
書
『
東
京
音
樂
學
校
學
事
年
報
』

は
、
今
日
で
は
同
校
史
と
と
も
に
語
ら
れ
る
《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》

に
つ
い
て
、
い
っ
さ
い
記
載
し
て
い
な
い
。

書
割
り
は
「
近
代
日
本
洋
画
界
の
父
」
と
称
さ
れ
る
山
本
芳

翠
を
中
心
に
岡
田
三
郎
助
や
藤
島
武
二
ら
が
無
報
酬
で
連
日
上

野
に
通
っ
て
仕
上
げ
、「
非
常
に
意
匠
を
凝
ら
し
幽
界
場
な
ど

人
目
を
驚
か
す
も
の
あ
り
た
り
」（
東
儀
、
前
出
）
と
評
さ
れ

た
。
訳
詞
は
ワ
グ
ネ
ル
会
の
若
者
四
人
、
石
倉
小
三
郎
、
吉
田

豊
吉
、
近
藤
逸
五
郎
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
近
藤
朔
風
）、
乙
骨

お
つ
こ
つ

三
郎
。

史
上
重
要
な
作
品
で
あ
り
、
主
要
な
役
は
女
声
が
三
人
揃
え
ば

で
き
る
。
三
十
六
年
の
本
科
三
年
に
は
七
月
に
卒
業
を
控
え
た

吉
川

き
つ
か
わ

や
ま
（
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
役
）
と
宮
脇
せ
ん
（
ア
モ
ォ
ル
役
）

が
お
り
、
二
人
は
前
年
の
演
奏
会
で
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
重

唱
経
験
も
あ
っ
た
。
ま
た
二
年
生
に
は
す
で
に
頭
角
を
あ
ら
わ

し
て
い
た
柴
田
環
（
百
合
姫
役
、
の
ち
の
三
浦
環た

ま
き

）
が
い
た
。

さ
ら
に
上
演
を
決
定
的
に
後
押
し
し
た
の
は
費
用
の
目
途
で

あ
る
。
歌
劇
研
究
会
員
の
な
か
に
当
日
は
合
唱
で
出
演
し
た
本

科
器
楽
部
の
渡
部

わ
た
な
べ

康
三

や
す
ぞ
う

が
い
た
が
、
彼
の
十
八
歳
年
長
の
兄
、

朔さ
く

（
大
地
主
で
ガ
ス
会
社
重
役
）
が
卒
業
祝
い
に
と
現
在
の
約

四
百
万
か
ら
五
百
万
円
に
相
当
す
る
一
千
円
を
寄
付
。「
我
国

人
の
オ
ペ
ラ
会
は
殆
ど
今
回
を
以
て
始
め
と
す
べ
し
」（
東
儀

鐵
笛

て
つ
て
き

『
讀
賣
新
聞
』
明
治
三
十
六
年
七
月
二
十
五
日
）
と
記
さ

れ
、
日
本
人
に
よ
る
初
の
オ
ペ
ラ
上
演
と
い
う
金
字
塔
を
打
ち

立
て
た
初
代
《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
は
、
今
で
い
う
民
間
の
助
成

に
よ
っ
て
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

音
楽
学
校
生
が
出
演
す
る
初
め
て
づ
く
し
の
オ
ペ
ラ
上
演
に

対
し
て
、
学
校
側
は
学
校
主
催
の
事
業
と
す
る
に
は
時
期
尚
早

と
判
断
し
、
夏
期
休
暇
中
の
生
徒
の
自
主
公
演
と
す
る
こ
と
で
、

六
月
三
日
に
校
舎
と
奏
楽
堂
使
用
を
正
式
に
許
可
し
た
。
す
な

わ
ち
主
催
は
歌
劇
研
究
会
、
出
演
は
生
徒
有
志
。
教
師
も
個
人

的
な
協
力
と
し
、
講
師
の
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
ー
が
指
揮
と
演
出
、

ラ
フ
ァ
エ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ケ
ー
ベ
ル
が
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
手
伝
っ

た
。
日
本
人
教
師
は
誰
一
人
、
ま
た
お
雇
い
外
国
人
教
師
の
ア

ウ
グ
ス
ト
・
ユ
ン
ケ
ル
や
ヘ
ル
マ
ン
・
ハ
イ
ド
リ
ッ
ヒ
も
加
わ

ら
な
か
っ
た
。
創
立
以
来
、
唯
一
の
官
立
の
男
女
共
学
専
門
学

校
と
し
て
何
か
と
好
奇
の
目
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
東
京
音
楽
学

上
野
の
杜
の
《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
三
代

平
成
十
七
（
二
〇
〇
五
）
年
九
月
、
森
　
外
訳
の
文
語
台
本

に
よ
る
グ
ル
ッ
ク
作
曲
《
オ
ル
フ
エ
ウ
ス
》
の
公
演
が
、
東
京

芸
術
大
学
奏
楽
堂
に
お
い
て
二
日
間
行
わ
れ
た
。
主
催
は
演
奏

芸
術
セ
ン
タ
ー
と
音
楽
学
部
で
あ
っ
た
。
大
学
の
百
二
十
年
間

で
、
三
度
目
の
公
演
で
あ
る
。
二
度
目
は
昭
和
六
十
二
（
一
九

八
七
）
年
十
月
、
創
立
百
周
年
記
念
演
奏
会
と
し
て
、
上
野
公

園
に
移
築
さ
れ
て
半
年
後
の
「
旧
東
京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
」
で

行
わ
れ
た
《
オ
ル
フ
ェ
オ
と
エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
》。
中
山
悌

一
訳
、
三
林
輝
夫
補
訳
の
口
語
台
本
に
よ
り
、
四
日
間
の
公
演

は
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ス
ト
で
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
最
初
が
、
今
か
ら

百
年
以
上
前
の
明
治
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
七
月
二
十
三
日

に
、
東
京
音
楽
学
校
の
奏
楽
堂
で
本
邦
初
演
さ
れ
た
《
オ
ル
フ

ォ
イ
ス
》
で
あ
る
。

初
め
て
づ
く
し
の
《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》

《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
上
演
は
、
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
明
治
二
十
七
年
に
在
日
外
国
人
に
よ
っ
て
グ
ノ
ー
の

《
フ
ァ
ウ
ス
ト
》
が
上
演
さ
れ
た
影
響
や
、
三
十
五
年
頃
に
文

学
者
の
間
か
ら
起
こ
っ
た
ヴ
ァ
グ
ナ
ー
・
ブ
ー
ム
が
帝
国
大
学

や
東
京
音
楽
学
校
に
波
及
し
、
本
格
的
な
オ
ペ
ラ
上
演
へ
の
希

求
が
高
ま
り
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
二
年
入
学
生

（
当
時
の
予
科
と
本
科
は
九
月
始
業
、
七
月
終
業
）
を
中
心
に
、

有
志
の
同
好
会
「
歌
劇
研
究
会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
音
楽
学
校

講
師
ノ
エ
ル
・
ペ
リ
ー
の
指
導
で
、
ヴ
ァ
グ
ナ
ー
は
難
し
す
ぎ

る
が
グ
ル
ッ
ク
の
《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
な
ら
と
決
定
。
オ
ペ
ラ

第
四
回

歌
劇
《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》

上
演

橋
本
久
美
子

グ
ル
ッ
ク
作
曲
の
オ
ペ
ラ
《
オ
ル
フ
ェ
オ
と

エ
ウ
リ
デ
ィ
ー
チ
ェ
》
は
芸
大
に
ゆ
か
り
が
深
い
。

冥
府
を
巡
る
神
話
劇
は
、
明
治
・
昭
和
・
平
成
と

時
代
ご
と
に
ど
の
よ
う
に
演
じ
ら
れ
た
か
。

明治36年の《オルフォイス》公演時の関係者集合写真　中央の木の左側
が山本芳翠　東京芸術大学附属図書館所蔵　撮影／小川一眞

明治36年7月23日の《オルフォイス》
左から吉川やま、柴田環、宮脇せん
東京芸術大学附属図書館所蔵　撮
影／小川一眞
（記念写真帖『オルフォイス　演奏紀
念』には、これら2枚以外にも舞台
写真や関係者一人一人の顔写真など
がおさめられている。写真帖の原本
は財団法人日本近代音楽館所蔵　大
学附属図書館に複製版所蔵）



の
高た

か

嶺ね

」
で
始
ま
る
《
領
巾
麾
嶺
》、
す
な
わ
ち
万
葉
集
に
も

詠
ま
れ
た
、
大
伴
連
狭
手
彦

お
お
と
も
の
む
ら
じ
さ
で
ひ
こ

が
任
那
へ
出
発
す
る
の
を
見
送
る

佐
用

さ

よ

姫ひ
め

が
描
か
れ
る
。
ラ
イ
ン
川
で
は
な
く
松
浦
の
浜
で
あ
り
、

船
人
を
誘
惑
し
て
命
を
奪
う
妖
精
で
は
な
く
、
出
帆
す
る
夫
に

鏡
山
の
頂
上
か
ら
領
巾

ひ

れ

を
振
る
妻
で
あ
る
。
そ
し
て
《
ア
ヴ

ェ
・
ヴ
ェ
ル
ム
・
コ
ル
プ
ス
》。
今
で
は
原
語
で
歌
わ
れ
る
こ

と
が
多
い
が
、《
此
御
山
》
は
「
天
地

あ
め
つ
ち

ひ
ら
け
し
わ
が
世
の
は

し
め
ゆ
　
た
か
く
も
た
ふ
と
き
富
士
の
神
山

か
み
や
ま

」。「
ま
こ
と
の

ヴ

ェ

ル

ム

・

御
体

コ
ル
プ
ス

」
は
、
日
本
的
な
御
神
体
と
も
い
う
べ
き
富
士
山
に
置
き

換
わ
る
。《
流
浪
の
民
》（
石
倉
小
三
郎
訳
）
や
《
ロ
ー
レ
ラ
イ
》

（
近
藤
朔
風
訳
）
な
ど
の
名
訳
が
生
ま
れ
、
作
歌
か
ら
訳
詞
へ

世
代
交
代
し
て
い
く
の
は
明
治
四
十
年
頃
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
洋
楽
導
入
と
育
成
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し

た
音
楽
学
校
と
い
え
ど
も
、
教
育
的
な

、
、
、
、

歌
詞
に
作
り
直
し
て
歌

わ
せ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
で
、
衣

装
を
付
け
化
粧
し
た
男
女
生
徒
が
同
じ
舞
台
に
登
場
し
、
愛
の

歌
を
そ
の
ま
ま
訳
詞
で
お
披
露
目
し
た
大
胆
さ
は
突
出
し
た
も

の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
明
治
の
音
楽
学
校
の
演
奏
現
場
に
照
ら

し
て
も
時
代
感
覚
に
照
ら
し
て
も
、
オ
ペ
ラ
上
演
の
機
が
熟
し

て
い
た
と
は
言
い
難
い
。
昭
和
の
オ
ル
フ
ェ
オ
と
平
成
の
オ
ル

フ
エ
ウ
ス
の
与
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
。

そ
の
後
の
東
京
音
楽
学
校
で
は
昭
和
七
年
に
ク
ラ
ウ
ス
・
プ

リ
ン
グ
ス
ハ
イ
ム
の
演
出
と
指
導
に
よ
り
、
ク
ル
ト
・
ワ
イ
ル

作
曲
の
学
校
オ
ペ
ラ
《
ヤ
ー
ザ
ー
ゲ
ル
》
が
上
演
さ
れ
た
の
み

で
あ
る
。
五
十
三
年
後
の
昭
和
三
十
一
年
四
月
の
《
椿
姫
》
上

演
で
、
よ
う
や
く
オ
ペ
ラ
が
復
活
し
て
オ
ペ
ラ
定
期
の
第
一
回

と
な
り
、
平
成
十
八
年
度
に
は
そ
の
オ
ペ
ラ
公
演
は
第
五
十
二

回
を
迎
え
た
。

（
は
し
も
と
・
く
み
こ
／
音
楽
学
部
講
師
）
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次
号
は
「
東
京
芸
大
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
特
集
」
の
た
め
〈
上
野
の
杜
の
波
瀾
万
丈
〉
は

休
載
い
た
し
ま
す
。
第
十
六
号
を
お
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

次
号
予
告

台
を
同
じ
う

、
、
、
、
、

す
る
こ
と
が
問
題
で
あ
っ
た
。
明
治
の
社
会
通
念

の
中
で
洋
楽
を
導
入
し
た
音
楽
学
校
が
、
教
育
や
演
奏
に
さ
い

し
て
い
か
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
た
か
、
当
時
の
「
作
歌
」

の
習
わ
し
が
そ
れ
を
伝
え
て
い
る
。

《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
と
作
歌
の
時
代

東
京
音
楽
学
校
の
定
期
演
奏
会
は
明
治
三
十
一
年
十
二
月
に

第
一
回
が
始
ま
り
、
三
十
六
年
頃
に
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
《
未

完
成
交
響
曲
》
や
ヴ
ァ
グ
ナ
ー
の
《
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー
行
進
曲
》

（
当
時
の
タ
イ
ト
ル
は
「
聖
壽
無
窮
」）
を
演
奏
す
る
ま
で
に
な

っ
て
い
た
が
、
歌
わ
れ
る
歌
詞
は
、
原
語
で
も
訳
詞
で
も
な
く

「
作
歌
」、
す
な
わ
ち
忠
君
愛
国
、
花
鳥
風
月
と
い
っ
た
日
本
的

な
脈
絡
で
新
た
に
作
ら
れ
た
詞
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
は
原
語
で

の
演
奏
が
困
難
で
あ
る
こ
と
以
外
に
、
教
育
上
な
い
し
風
紀
上

の
理
由
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
合
唱
で
は
明
治
三
十
二
年
五
月
に
シ
ュ
ー
マ
ン
作

曲
、
鳥
居
忱

ま
こ
と

作
歌
《
薩さ

つ

摩ま

潟が
た

》、
三
十
六
年
三
月
に
ジ
ル
ヒ
ャ

ー
作
曲
、
鳥
居
忱
作
歌
《
領
巾

ひ

れ

麾
嶺

ふ
る
や
ま

》、
三
十
六
年
五
月
に
は

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
、
旗
野
十
一
郎

た
り
ひ
こ
＊

作
歌
《
此こ

の

御み

山や
ま

》
が
歌
わ

れ
て
い
る
。《
薩
摩
潟
》
は
現
在
の
《
流
浪
の
民
》、《
領
巾
麾

嶺
》
は
《
ロ
ー
レ
ラ
イ
》、《
此
御
山
》
は
《
ア
ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
ル

ム
・
コ
ル
プ
ス
》
で
あ
る
。（
＊
東
京
音
楽
学
校
に
提
出
さ
れ
た
旗
野

の
履
歴
書
に
は
十
一
郎
に
「
タ
リ
ヒ
コ
」
と
フ
リ
ガ
ナ
が
あ
る
。
ま
た

「
と
り
ひ
こ
」
の
読
み
も
知
ら
れ
る
が
、
郷
土
で
発
行
さ
れ
た
『
越
佐
人
名

辞
書
』（
昭
和
十
四
年
）、『
越
佐
人
物
誌
』（
昭
和
四
十
七
年
）、『
近
代
安

田
人
物
史
』（
昭
和
六
十
年
）
で
は
「
じ
ゅ
う
い
ち
ろ
う
」
で
あ
る
。）

ま
ず
、
ジ
プ
シ
ー
の
男
女
が
一
夜
の
宴
で
歌
い
踊
る
様
子
を

描
い
た
《
流
浪
の
民
》
は
、《
薩
摩
潟
》
と
題
す
る
西
郷
隆
盛

と
僧
、
月
照
の
史
話
と
な
り
、
同
校
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
「
名
物
」

と
評
さ
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
も
内
容
も
風
教
上
善
良
な
る
曲
に
生

ま
れ
変
わ
り
、
歌
い
出
し
は
「
天あ

晴は

れ
天
晴
れ
正
義
の
士
」。

次
に
《
ロ
ー
レ
ラ
イ
》。
今
日
「
な
じ
か
は
し
ら
ね
ど
」
の
名

訳
で
知
ら
れ
る
ハ
イ
ネ
の
詩
は
、
当
時
は
「
松ま

つ

浦ら

の
濱は

ま

崎さ
き

磯

石
倉
、
乙
骨
は
の
ち
に
東
京
音
楽
学
校
の
教
壇
に
も
立
つ
人
々

で
あ
り
、
近
藤
は
東
京
音
楽
学
校
で
声
楽
を
学
ん
だ
。
演
奏
評

は
歴
史
的
な
出
来
事
に
賛
辞
を
惜
し
ま
ず
、
所
作
や
化
粧
の
稚

拙
さ
を
指
摘
し
な
が
ら
も
「
先
づ
成
功
と
称
し
て
可
な
る
べ
し
」

（『
帝
國
文
學
』
明
治
三
十
六
年
九
月
）
と
次
回
に
期
待
を
寄
せ

て
い
る
。

《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
再
演
中
止
と
風
紀
問
題

翌
三
十
七
年
六
月
の
第
十
回
定
期
演
奏
会
に
お
い
て
、
ユ
ン

ケ
ル
指
揮
に
よ
り
《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
か
ら
の
抜
粋
が
演
奏
さ

れ
た
。
柴
田
環
と
吉
川
や
ま
の
独
唱
付
の
合
唱
、
オ
ル
ガ
ン
お

よ
び
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
あ
っ
た
。「
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
の
合
唱
は
一

時
間
半
位
に
渡
る
大
合
唱
で
是
れ
が
当
日
の
大
呼
物
丈
に
又
一

し
ほ
面
白
く
…
（
中
略
）
…
柴
田
環
の
百
合
姫
、
吉
川
の
オ
ル

フ
ォ
イ
ス
音
調
麗
明
室
内
の
紳
士
淑
女
恍
惚
殆
ど
天
界
に
遊
ぶ

の
感
あ
ら
し
め
た
」（『
音
樂
之
友
』
明
治
三
十
七
年
六
月
）
と

大
層
な
褒
め
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
明
治
四
十
一
年
の
再
演
計

画
は
、
三
十
九
年
に
文
部
省
か
ら
「
学
生
生
徒
ノ
風
紀
振
粛
ニ

関
ス
ル
件
」
が
全
国
の
大
学
や
専
門
学
校
に
通
達
さ
れ
た
後
で

も
あ
り
、
中
止
と
な
っ
た
。
オ
ペ
ラ
と
し
て
は
風
紀
上
な
ん
ら

問
題
の
な
い
《
オ
ル
フ
ォ
イ
ス
》
で
も
、「
男
女
七
歳
に
し
て

席
を
同
じ
う
せ
ず
」
の
時
代
に
は
、
そ
も
そ
も
男
女
生
徒
が
舞、

森　外訳《オルフエウス》平成17年9月18日　於／
東京芸術大学奏楽堂　左からエウリヂケ：佐々木
典子、アオモル：山口清子、オルフェウス：寺谷
千枝子　東京芸術大学演奏芸術センター所蔵

《オルフェオとエウリディーチェ》昭和62年10月9
日　創立百周年記念演奏会　オルフェオ：木村宏
子、エウリディーチェ：大沼美恵子、アモーレ：
西野薫　於／旧東京音楽学校奏楽堂　撮影／今畠
中親雄


